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大安
吉日

▼
ぜ
ひ
行
き

た
い
と
思
っ

て
い
た
長
崎

へ
行
く
事
に

▼
小
雪
舞
う

長
崎
は
ラ
ン

タ
ン
祭
り
の
最
中
で
赤
い
ラ

ン
タ
ン
と
大
き
な
オ
ブ
ジ
ェ

が
夜
の
街
を
照
ら
し
、
ソ
ウ

ル
の
梨
泰
院
事
故
を
彷
彿
さ

せ
る
賑
わ
い
で
あ
る
▼
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
お
す
す

め
の
寿
司
店
で
、
隣
席
の
ご

夫
婦
ら
し
き
客
と
長
崎
話
で

盛
り
上
が
り
「
私
は
長
崎
生

ま
れ
の
長
崎
育
ち
、
長
崎
を

好
き
な
人
は
大
好
き
よ
」
ど

こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
口
上

話
、
聞
け
ば
焼
き
菓
子
専
門

店
マ
マ
ン
・
ガ
ト
ー
の
代
表

で
あ
る
。
旅
先
で
素
敵
な
出

会
い
▼
頭
ヶ
島
天
主
堂
へ
と

向
か
う
山
中
に
石
造
り
の
武

骨
な
教
会
が
、
中
に
入
る
と

そ
れ
は
色
彩
豊
か
な
花
々
と

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
飾
ら
れ

た
見
事
な
教
会
で
、そ
の
昔
、

貧
し
く
て
資
材
の
購
入
が
出

来
な
い
中
で
信
徒
の
皆
で
近

く
の
石
切
り
場
か
ら
運
び

作
っ
た
そ
う
、
昔
は
島
内
で

多
く
を
占
め
い
て
い
た
信
徒

も
、
今
で
は
80
歳
超
の
６
人

と
神
父
さ
ん
で
教
会
を
守
っ

て
い
る
と
の
事
▼
教
会
群
に

代
表
さ
れ
る
南
蛮
渡
来
の
異

文
化
や
、
カ
ス
テ
ラ
に
代
表

さ
れ
る
焼
き
菓
子
文
化
な

ど
、
長
崎
は
東
京
、
京
都
に

次
ぐ
日
本
三
大
観
光
都
市
と

言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
特
に
長
崎
は
核
兵
器
に

よ
る
過
去
の
惨
禍
を
現
在
に

引
き
繋
ぐ
核
兵
器
廃
絶
運
動

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
都

市
で
も
あ
る
。
旅
行
の
楽
し

み
も
出
会
い
も
平
和
な
世
で

あ
っ
て
こ
そ
。

【
湘
南
支
部　

蒲
生　

昌
生
】

統一地方選挙で 生活・仕事・将来の安心を統一地方選挙で 生活・仕事・将来の安心を
仲間仲間のの要求実現要求実現にに全力全力でで取り組もう取り組もう

　

３
月
23
日
告
示
・
４
月
９

日
投
票
の
県
知
事
選
挙
や
、

統
一
地
方
選
挙
の
争
点
は
、

私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
、
将

来
の
安
心
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

県
知
事
選
挙
で
は
神
建
連

加
盟
組
合
と
し
て
「
平
和
で

明
る
い
神
奈
川
県
政
を
つ
く

る
会
」
に
結
集
し
、
会
が
擁

立
し
た
岸
牧
子
候
補
と
神
建

連
は
政
策
協
定
を
結
び
、
神

奈
川
土
建
の
仲
間
の
要
求
を

実
現
す
る
た
め
の
選
挙
と
し

て
組
合
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。
神
建
連
が
発
行
す
る

「
け
ん
せ
つ
通
信
県
知
事
選

挙
特
集
号
」
を
活
用
し
、
分

会
執
行
委
員
会
や
群
会
議
で

「
選
挙
に
い
こ
う
」
運
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

は
、
神
奈
川
土
建
は
組
合
員

の
政
党
支
持
の
自
由
、
政
治

活
動
の
自
由
を
保
障
し
つ

つ
、
積
極
的
な
政
治
論
議
を

保
障
す
る
た
め
に
討
議
資
料

を
準
備
し
、
各
党
の
政
策
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
多

く
の
仲
間
を
巻
き
込
ん
で

「
選
挙
に
行
こ
う
」「
政
治
を

選
ぼ
う
」
の
運
動
に
取
り
組

み
ま
す
。「
な
ぜ
労
働
組
合

が
選
挙
に
取
り
組
む
の
か
」

を
群
会
議
で
も
話
題
に
し

て
、「
公
契
約
条
例
制
定
」「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
確
立
」

な
ど
の
労
働
組
合
と
し
て
掲

げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
組
合
員
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。

　

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
ま

で
約
１
ヵ
月
、
私
た
ち
の
要

求
を
前
進
さ
せ
る
勢
力
を
前

進
さ
せ
る
闘
い
に
踏
み
出
す

た
め
に
、
県
議
会
の
現
状
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

神
奈
川
県
議
会
は
全
て
の

主
要
会
派
が
知
事
の
提
出
す

る
予
算
案
や
議
案
に
１
０

０
％
賛
成
の「
オ
ー
ル
与
党
」

状
態
で
す
。
こ
れ
で
は
地
方

議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。

核
禁
止
に
後
ろ
向
き

の
オ
ー
ル
与
党
体
制

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

し
て
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
議
会
で
も
審
議

が
行
わ
れ
た
条
約
参
加
を
求

め
る
意
見
書
採
択
の
請
願

は
、
自
民
・
公
明
・
立
民
・

民
主
・
県
政
会
な
ど
オ
ー
ル

与
党
が
反
対
し
、
賛
成
は
共

産
・
ネ
ッ
ト
の
み
で
不
採
択

に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
住
民
や
横
浜
の

中
枢
が
攻
撃
対
象
に

　

米
陸
軍
横
浜
ノ
ー
ス
・

ド
ッ
ク
に
小
型
揚
陸
艇
部
隊

が
配
備
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
有
事
に
は
攻
撃

対
象
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

地
元
住
民
の
意
向
を
顧
み
な

い
国
と
米
軍
の
横
暴
に
配
備

撤
回
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

莫
大
な
地
元
負
担
と

陥
没
の
危
機
が
現
実
に

　

国
と
県
が
一
体
に
な
っ
て

暴
走
し
よ
う
と
し
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
問
題
で

は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
に
切

り
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

相
模
原
市
が
進
め
る
駅
の

周
辺
整
備
だ
け
で
も
事
業
費

は
５
３
８
億
円
。
市
民
の
税

金
が
投
入
さ
れ
ま
す
。
川
崎

市
の
北
部
を
大
深
度
地
下
ト

ン
ネ
ル
が
通
る
計
画
で
、
陥

没
事
故
の
危
険
が
現
実
の
問

題
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　

国
か
ら
悪
い
政
策
の
波
が

押
し
寄
せ
て
き
た
ら
県
民
を

守
る
防
波
堤
に
な
る
の
が
地

方
議
会
の
大
切
な
役
目
で

す
。
県
知
事
選
挙
・
統
一
地

方
選
挙
で
私
た
ち
の
要
求
を

前
進
さ
せ
る
勢
力
の
前
進
を

勝
ち
取
る
た
め
に
、「
選
挙

に
行
こ
う
」「
政
治
を
選
ぼ

う
」運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

書
記
長　

今
井　

賢
治

挙
戦
を
闘
い
抜
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
仲
間
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
、
よ
り
良
い

厚
木
市
政
を
実
現
す
る
た
め

に
奮
闘
し
ま
す
。

　

４
月
の
県
知
事
選
挙
、
統

一
地
方
選
挙
も
私
た
ち
の
要

求
実
現
に
む
け
、
共
に
闘
い

ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

厚
木
支
部
執
行
委
員
長

高
橋　

政
雄

　

４
月
９
日
投
開
票
で
、
神
奈
川
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
岸
牧
子
さ
ん
が
、
立
候
補
を
表
明
し
ま
し
た
。
神

奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
（
神
建
連
）
は
、
岸
牧
子

さ
ん
と
政
策
協
定
を
結
び
、
神
奈
川
土
建
も
加
盟
単
組
と

し
て
知
事
選
を
、
要
求
実
現
選
挙
と
位
置
付
け
て
闘
う
こ

と
を
、
中
央
執
行
委
員
会
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
（
日
）
投
開
票

で
行
わ
れ
た
厚
木
市
長
選
挙

は
、
豊
雅
昭
候
補
の
支
持
を

広
げ
き
る
こ
と
が
で
き
ず
、

残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し

加
し
、
ビ
ラ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
や
宣
伝

カ
ー
を
使
っ
た
宣
伝
や
電
話

か
け
な
ど
、
多
く
の
協
力
を

頂
い
た
お
か
げ
で
厳
し
い
選

　

統
一
地
方
選
挙
は
、
最
も

私
た
ち
の
生
活
に
近
い
選
挙

で
す
。
誰
が
、ど
の
候
補
が
、

私
た
ち
の
要
求
に
寄
り
添
っ

た
政
策
を
か
か
げ
、
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
見

極
め
て
投
票
に
行
こ
う
！

４
月
９
日　

前
半
戦

　

県
知
事
選
挙
・
県
議
会
選

挙
と
政
令
（
横
浜
、
川
崎
、

相
模
原
）
市
議
会
議
員
選
挙

４
月
23
日　

後
半
戦

　

横
須
賀
市
・
三
浦
市
・
藤

沢
市
・
茅
ケ
崎
市
・
大
和
市
・

綾
瀬
市
・
小
田
原
市
・
南
足

柄
市
・
平
塚
市
・
伊
勢
原
市
・

葉
山
町
・
中
井
町
の
議
会
議

員
選
挙

結
果

　

豊
雅
昭
、
無
所
属
・
新

４
１
４
９
票

　

山
口
貴
裕
、
無
所
属
・
新

当
選　

３
万
８
９
７
票

　

井
上
武
、
無
所
属
・
新

１
万
９
７
９
５
票

　

佐
藤
知
一
、
無
所
属
・
新

１
万
８
５
０
８
票

新
し
い
知
事
を
実
現
し
よ
う

新
し
い
知
事
を
実
現
し
よ
う

県
民
を
守
る
防
波
堤
!?
議
会
の
現
状

よ
り
良
い
厚
木
市
政
の
実
現
に
奮
闘

選挙戦で多くの経験と教訓を得た厚木支部の仲間たち選挙戦で多くの経験と教訓を得た厚木支部の仲間たち

インボイス登録チョット待って
　税理士や上請け業者から「2023年の3月までに登
録を」との呼びかけも始まっていますが、事情によ
り2023年9月末までに登録すればよいことになって
います。
　登録してしまえば課税業者になってしまい、2年
間は戻れません

た
。し
か
し
、

住

宅

リ

フ
ォ
ー
ム
制

度
の
復
活

や
、
建
設
国

保
の
補
助
金

の
創
設
な
ど

の
政
策
協
定

を
結
び
、
１

月
22
日
は
41

人
、
１
月
29

日
は
31
人
と

「
土
建
デ
ー
」

に
は
全
県
か

ら
た
く
さ
ん

の
仲
間
が
参

岸牧子予定候補と政策協定を締結＝2月24日、神建連



（２）２０２３年３月５日（月１回５日発行） け ん せ つ 神 奈 川 昭和51年10月13日
第三種郵便物認可( ) 第６３６号

あなたのあなたの現場の情報現場の情報、、
要求や悩み要求や悩みを寄せてくださいを寄せてください
手順 ①

手順 ②

相談は、１対１のトークルームで行
います。相談内容が外部に漏れるこ
とはありません。

Hの現場の廊下が暗すぎて歩行
が困難です。夕方５時30分ぐら
いの写真なのですが、画像だと
明るく見えるのですがものすご
く暗いです。監督さんにも改善
してほしいと何度も言いました
が何も変わらないのです。

戸塚T製薬
朝礼時の密がすごいです。休憩
所の縮小が行われ、窓が開いて
いると言っても絶対に十分に換
気されていません。朝礼の時間
はプレハブにパンパンに人が詰
まっています。

熊本県でも、トイレが遠くて、
困っています。
T建設　熊本空港現場

トーク画面に相談内容を入力して
送信してください。現場名、元請
企業、相談した内容を可能な限り
詳しく入力してください。

公式LINEに現場情報
が届き、首都圏の組合
と協力し、大手ゼネコ
ン・住宅企業に対し現
場改善を申し入れてい
ます。現場に伝えても
対策がとられない、現
場でどうしても言えな
い問題などありました
らLINEへメッセージ
を送ってください！

お返事は、後日お返しします。
対応時間外の場合、すぐにお返事
できませんが、必ず返信します。

現場情報と現場情報と
建設産業の建設産業の
情報を発信中!情報を発信中!

大和
支部

最
前
線
を
走
る

 

目
標
を
早
期
達
成

　

い
ま
、も
っ
と
も
勢
い
に
乗
り
、最
前
線
を
ひ
た
走
っ

て
い
る
泉
の
森
分
会
。
日
頃
か
ら
世
話
焼
き
活
動
を
と

に
か
く
重
要
視
し
て
い
る
分
会
で
す
。
悩
み
事
・
困
っ

た
事
が
あ
れ
ば
役
員
さ
ん
が
相
談
に
必
ず
乗
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
積
み
重
ね
が
組
織
を
大
き
く
し
、
そ
し
て

次
世
代
を
担
う
若
者
に
も
そ
の
熱
意
が
浸
透
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
日
々
の
活
動
が
未
加
入
者
の
加
入
促

進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
新
規
加
入
の
方
に
は
歓
迎

会
を
行
い
少
し
ず
つ
心
の
壁
を
切
り
崩
し
、
相
談
し
や

す
い
環
境
に
し
て

い
く
事
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

分
会
の
拡
大
目

標
は
２
月
16
日
に

達
成
済
。「
ど
れ

だ
け
積
み
上
げ
ら

れ
る
か
分
か
ら
な

い
が
行
け
る
と
こ

ろ
ま
で
や
る

ぞ
！
」

 

内
田　

裕
也

横須賀
三浦支部

「
入
っ
て
み
れ
ば
？
」

 

そ
の
場
で
加
入
書

　

２
月
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
作
戦
で
お
子
さ
ん
の
い
る
組

合
員
さ
ん
を
中
心
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
事
業
主
の
方
が
納
入
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
た
め
、
な
か
な
か
直
接
会
っ
て
話
す
機
会
が
な

か
っ
た
従
業
員
さ
ん
た
ち
を
訪
問
。
妻
も
出
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
主
婦
の
会
の
話
を
し
て
み
る
と
夫
か

ら
「
入
っ
て
み
れ

ば
？
」
と
の
嬉
し

い
後
押
し
を
い
た

だ
き
、
そ
の
場
で

加
入
書
を
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
そ
の
日
の

行
動
を
報
告
し
合

い
、
喜
び
を
共
感

し
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
月
間
を
闘

い
抜
き
ま
す
。

 

星　

な
ぎ
さ

各分会の奮闘を共有し、喜びも苦労も共感泉の森分会　行動前打ち合わせ

大企業の貯め込んだ儲けを
 職人に取り戻せ
建設労働者２・14春闘イエローアクション

　

コ
ロ
ナ
禍
と
建
設
資
材
・
物
価
の
高
騰
で
苦
境
に
立
つ
技
能
労
働
者
を
尻
目
に
、
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
や
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
は
順
調
に
利
益
を
上
げ
、
内
部
留
保
や
株
主
配
当
に
そ
の

利
益
を
ま
わ
し
て
お
り
、
私
た
ち
建
設
労
働
者
の
賃
金
は
ま
だ
ま
だ
低
い
水
準
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
週
休
２
日
実
現
・
適
正
な
労
働
時
間
・
賃
金
ア
ッ
プ
で
若
者
が
入
職
し
や
す
い

建
設
産
業
を
目
指
し
、
２
月
14
日
、「
建
設
春
闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、
衆

議
院
第
１
議
員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
集
会
後
、
新
橋
駅
前
で
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
全
体
で
17
団
体
約
２
０
０
人
（
神
奈
川
土
建
26
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

民
間
・
公
務
の
労
組
が

団
結
し
賃
上
げ
を
訴
え
る

　

２
月
14
日
「
建
設
労
働
者

に
大
幅
賃
上
げ
を
！　

建
設

現
場
に
週
休
２
日
を
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
た
建

設
労
働
者
２
・
14
春
闘
イ
エ

ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、民
間
・

公
務
の
建
設
労
働
組
合
が
集

ま
り
、
建
設
産
業
で
働
く
全

て
の
仲
間
が
、
安
心
・
安
全

に
働
き
続
け
る
建
設
産
業
、

若
者
が
入
職
で
き
る
建
設
産

業
を
つ
く
る
決
意
を
固
め
合

い
ま
し
た
。

　

建
設
産
業
に
お
け
る
人
手

不
足
は
、
劣
悪
な
賃
金
・
労

働
条
件
が
要
因
で
す
。
全
国

各
地
で
発
生
し
た
甚
大
な
自

然
災
害
か
ら
の
復
旧
作
業
す

ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の
背

景
に
は
、
建
設
産
業
の
人
手

不
足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

建
設
労
働
者
を
増
や
す
こ
と

は
日
本
全
体
に
お
い
て
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
建
設
産
業

の
実
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
建
設
業
を
魅
力
あ
る
業

界
と
す
る
べ
く
、
社
会
保
険

へ
の
加
入
促
進
施
策
の
推

進
、
政
策
的
に
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
を
11
年
連
続
で

引
き
上
げ
ま
し
た
。
日
本
建

設
業
連
合
会
も
40
代
で
年
収

６
０
０
万
円
を
目
指
す
な

ど
、
様
々
な
提
言
、
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
会
議
員
に
労
働
者
の

処
遇
改
善
と
中
小
業
者
の

経
営
改
善
を
要
請

　

し
か
し
、
現
場
で
働
く
建

設
労
働
者
の
賃
上
げ
は
微
増

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

内
部
留
保
は
年
々
積
み
増
し

さ
れ
、
大
手
５
社
の
内
部
留

保
は
合
計
３
兆
円
を
超
え
て

い
ま
す
。
国
が
行
っ
て
き
た

「
賃
上
げ
要
請
」
だ
け
で
は

な
く
、
公
契
約
法
・
条
例
な

ど
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
こ
そ
実
現
・
拡

大
し
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
貯

め
込
ん
だ
利
益
を
現
場
に
還

元
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
年
の
春
闘
イ
エ
ロ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
国
土
交
通

委
員
と
厚
生
労
働
委
員
の
国

会
議
員
を
個
別
に
訪
問
し

「
建
設
労
働
者
も
処
遇
改
善

と
中
小
企
業
の
経
営
安
定
の

た
め
に
賃
金
・
単
価
の
大
幅

引
き
上
げ
を
実
施
す
る
こ

と
」、「
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
分
を
建
設

労
働
者
の
賃
金
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
公
契
約
法
を
制
度

制
定
す
る
こ
と
」
を
重
点
に

要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
橋
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
行

い
、
消
費
者
に
対
し
て
日
本

の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
災
害

復
旧
の
際
に
は
建
設
労
働
者

不
足
が
こ
の
先
も
進
む
こ

と
、
建
設
労
働
者
の
大
幅
賃

上
げ
と
週
休
２
日
実
現
が
建

設
産
業
の
活
性
化
に
な
る
こ

と
を
訴
え
、
チ
ラ
シ
と
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な
み

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
手
渡
し
ま

し
た
。

現場改善
公式LINEを使った現場改善運動

上：JR新橋駅前で通行人にアピール
下左：横断幕をかかげて宣伝行動の様子

下右：チョコレート入りチラシを手渡す後藤賃対部長

　

昨
年
６
月
、
建
材
メ
ー

カ
ー
に
謝
罪
と
賠
償
、
被

害
の
全
面
解
決
を
求
め
て
全

国
一
斉
に
被
害
者
・
家
族
が

提
訴
し
ま
し
た
。
２
月
10

日
、
そ
の
う
ち
横
浜
地
裁

に
提
訴
し
た
神
奈
川
４
陣

訴
訟
の
第
１
回
口
頭
弁
論

が
開
か
れ
、
法
廷
の
闘
い

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雪
の
中
、
全
県
か
ら
１
０

０
人
を
超
え
る
仲
間
が
駆

け
付
け
原
告
団
を
励
ま
し

ま
し
た
。

　

法
廷
で
は
、
原
告
・
弁

護
団
が
意
見
陳
述
し
、
第

２
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の

期
日
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
告
は
、
被
害
の
実
態

と
、
メ
ー
カ
ー
を
許
さ
な

い
と
陳
述
。
西
村
弁
護
団

長
は
、
メ
ー
カ
ー
が
最
高

裁
判
決
を
受
け
て
も
和
解

に
の
ろ
う
と
し
な
い
、
こ

れ
を
ど
う
し
て
も
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
、
最
高
裁

の
到
達
点
に
そ
っ
て
し
っ

か
り
判
断
す
べ
き
だ
と
主

張
し
ま
し
た
。

建
材
メ
ー
カ
ー
を
許
さ
な
い

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
第
４
陣

原告を先頭に提訴行進

春の大手企業交渉に向け春の大手企業交渉に向け
現場情報提供の呼びかけ現場情報提供の呼びかけ

　2018年夏、大成建設が
元請の「丸の内３－２計
画」現場において、労働
環境の劣悪さが仲間より
報告され、現場を変えよ
うと首都圏の建設労働組
合が結集し、大規模宣伝
を実施した結果、労働環
境が改善されました。現
場の仲間が意思表示を出
来るものは何かを考え、
黄色いモノを身に着ける
ことから始めたことが「イ
エローアクション」です。

イエローアクション
 とは

仲間ふやし月間スペシャル
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川崎
支部

仕
事
に
拡
大

ま
す
ま
す
頑
張
ろ
う

　

さ
く
ら
分
会
は
す
で
に
新
加
入
４
人
、
新
た
な
行
動

参
加
者
も
迎
え
て
、
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

い
ま
す
。
２
月
16
日
に
は
大
熊
副
委
員
長
、
加
賀
副
委

員
長
の
２
人
で
、
秋
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
も
社
員
さ
ん

を
連
れ
て
参
加
し
て
く
れ
た
企
業
群
の
片
山
組
㈱
の
片

山
社
長
宅
を
訪
問
。
お
仕
事
は
相
変
わ
ら
ず
忙
し
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
３
月
26
日
の
花
見
に
お
誘
い
し
た
ら

「
行
く
よ
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
別

の
企
業
群
㈱
将
清
建
設
の
勝
連
社
長
宅
で
は
、
な
ん
と

パ
ー
テ
ィ
ー
の

真
っ
最
中
！　

大
熊
さ
ん
も
飛

び
入
り
参
加
。

４
月
15
日
を
笑

顔
で
迎
え
ら
れ

る
よ
う
仕
事
に

拡
大
に
、
ま
す

ま
す
が
ん
ば
ろ

う
！橋

本　

美
世

よこちゃん&むっくんが行く

横浜中央支部・東永谷分会１～３群

群
会
計
さ
ん
が
ス
タ
ン
バ

イ
。
支
部
常
任
執
行
委
員
さ

ん
が
オ
ル
グ
を
兼
ね
て
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
署
名
や
支

る
そ
う
で
す
）、
分
会
総
会

参
加
の
呼
び
か
け
や
、
大
手

企
業
交
渉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

お
願
い
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
群
の
群
長
さ
ん
は
も

う
10
年
く
ら
い
役
員
を
し
て

い
る
そ
う
で
、
後
継
者
問
題

を
感
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や

訪
問
な
ど
で
役
員
候
補
が
見

つ
か
る
か
も
⁉ 　

ま
ず
は
後

継
者
世
代
に
副
群
長
を
お
願

い
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。

川崎西
支部

事
業
所
訪
問
で

対
話
が
始
ま
る

　

２
月
９
日
の
行
動
日
は
、
支
部
で
提
起
さ
れ
た
事
業

所
訪
問
行
動
。
登
戸
分
会
で
は
、
塗
装
業
の
若
い
法
人

事
業
主
さ
ん
と
対
話
「
社
員
が
入
れ
ば
組
合
に
入
れ
ま

す
」。
大
崎
副
委
員
長
は
、
事
務
所
で
早
速
ア
ン
ケ
ー

ト
を
使
っ
て
対
話
「
36
協
定
」
を
作
っ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
と
セ
ミ
ナ
ー
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
の
サ
ン
デ
ー
行
動
で
堰
宿
河
原
分
会
は
小

川
副
委
員
長
と
酒
井
書
記
で
事
業
所
訪
問
。
社
会
保
険

適
用
の
事
業
所
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
な
が
ら
「
従
業

員
さ
ん
た
ち
を
組

合
に
入
れ
て
」
と

訴
え
。「
従
業
員

の
み
ん
な
に
聞
い

て
み
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

関　

剛
志

　

会
場
は
地
区
セ
ン
タ
ー
の

和
室
を
２
部
屋
か
り
て
１
〜

３
群
の
合
同
群
会
議
で
す
。

　

中
に
入
る
と
テ
ー
ブ
ル
が

２
つ
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
群
長
・

「花見に行くよ」笑顔で快諾の片山社長

事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
小
川
副
委
員
長

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し

て
。
昨
年
の
４
月
に
神
奈
川

土
建
に
加
入
し
ま
し
た
。

　

私
は
10
年
前
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
の
仕
事
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
前

に
独
立
し
、
昨
年
の
７
月
に

法
人
化
し
ま
し
た
。
周
囲
に

建
設
関
係
の
人
が
多
か
っ
た

の
で
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て

建
設
業
に
入
職
し
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
お
い
て

は
、
施
工
前
と
施
工
後
を
比

較
し
て
、
施
工
後
が
き
れ
い

に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
お
客
様
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
る
し
、
自
分
と
し
て

も
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
が
ど

う
い
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

望
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か

を
考
え
、
そ
れ
に
応
え
る
形

で
提
案
し
、
そ
れ
を
お
客
様

が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
契
約

に
至
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

は
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
楽
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
は
少
し
ず
つ

売
り
上
げ
を
増
や
し
、
従
業

員
も
雇
い
入
れ
て
、
会
社
を

大
き
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
土
建
に
加
入
し
た

き
っ
か
け
は
、
建
設
国
保
や

労
災
保
険
の
加
入
で
す
。
加

座
間
海
老
名
支
部

安
達
伶
央
奈
さ
ん

34
歳（
リ
フ
ォ
ー
ム
業
）

49

神
奈
川
土
建
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い

神
奈
川
土
建
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い

仲
間
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い

て
、
ド
ラ
ム
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
ド
ラ
ゴ
ン
・
ア
ッ

シ
ュ
の
フ
ァ
ン
で
、
先
日
、

久
し
ぶ
り
に
ラ
イ
ブ
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
土
建
で
楽
し
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
土
建
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
さ
な
い

　

四
役
・
中
央
執
行
委
員
を
中
心
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
学
習

を
開
催
し
ま
し
た
。
太
田
伊
早
子
弁
護
士
を
講
師
に
、
組
織

に
と
っ
て
そ
の
存
在
は
い
か
に
リ
ス
ク
を
内
包
し
て
い
る
の

か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
考
え
る
上
で
、
許
さ
な
い
と
い
う
組

織
と
し
て
の
決
意
、
組
織
と
し
て
の
人
権
向
上
、
起
こ
ら
な

い
体
制
と
起
こ
っ
た
後
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

撲
滅
を
決
意

　

中
央
副
執
行
委
員
長

小
森　

邦
男
さ
ん

（
防
水
・
川
崎
中
央
）

　

自
分
も
思
い
当
た
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
若
か
っ

た
30
年
も
前
で
す
が
…
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
会
社

で
あ
れ
組
織
で
あ
れ
、
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
私
が
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
被
害
者
が
相
談
者
に

相
談
し
た
ら
「
加
害
者
は
上

司
だ
か
ら
、
今
は
言
う
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
な
い
」
と
、
相

談
者
の
個
人
的
な
見
解
を
押

し
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
事
例

で
し
た
。
一
番
大
変
な
の
は

被
害
者
で
す
が
、
相
談
を
受

け
る
側
も
大
変
な
こ
と
だ
と

と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
こ

と
、
組
織
の
全
員
が
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
」
と
決

意
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
組
合
が
個
人
の

幸
せ
を
追
求
す
る
組
織
で
あ

る
な
ら
ば
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く

す
た
め
に
全
員
が
そ
の
決
意

を
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

あ
れ
ば
、す
べ
て
の
書
記
局
、

役
員
、
組
合
員
に
そ
の
こ
と

を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

思
う
話
で
し
た
。

　

や
は
り
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
は
、
職
場
で
も
私
生
活

で
も
無
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
私
も
一
人
の
人
間
と
し

て
心
が
け
が
大
事
で
す
ね
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅
を

決
意
し
、
皆
で
ク
リ
ー
ン
な

神
奈
川
土
建
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

組
織
全
員
に
伝
え
た
い

金
子　

圭
介
さ
ん

（
常
任
書
記
・
横
浜
戸
塚
）

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
自
体
の
問

題
点
や
そ
の
構
造
が
提
起
さ

れ
た
講
習
で
し
た
。

　

被
害
者
の
尊
厳
が
傷
つ
け

ら
れ
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
結
果
と
し
て
対
外
的

に
も
対
内
的
に
も
リ
ス
ク
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
組
織

入
後
、
す
ぐ
に
青
年

部
に
誘
わ
れ
て
青
年

部
に
も
加
入
し
ま
し

た
。
資
格
を
取
る
と

き
の
受
講
料
の
補
助

金
が
大
き
い
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
部

会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
仲
間
も
増
え
て
い

く
の
で
、
そ
れ
も
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

組
合
活
動
へ
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
の
学
習
会
に
誘
っ

て
も
ら
い
、
青
年
部
に
加
入

し
た
こ
と
で
、
興
味
を
持
っ

て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
法
人
化
の
後
、
日
々

の
経
理
や
決
算
に
つ
い
て

も
、
計
算
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
バ

イ
ク
、
車
、
音
楽
が
趣
味
で

す
。
特
に
音
楽
は
、
以
前
は

２月１日
学習会

群長さん一人ひとりに丁寧に説明

景
品　
　
　

支
部　
　

氏
名

ミ
ラ
ブ
ル　

相
模
原　

新
島
春
英

自
転
車　
　

横
浜
緑　

町
屋
俊
幸

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

川
崎
中
央　

佐
竹
敏
光

マ
ッ
ス
ル
ガ
ン　

横
浜　
　

小
田
秋
夫

ギ
フ
ト
カ
ー
ド　

横
浜
緑　

後
藤
満
夫

　
　
　
　
　

南
横
浜　

工
藤
滋

　
　
　
　
　
横
浜
鶴
見　

渡
辺
秀
樹

　
　
　
　
　
横
浜
鶴
見　

平
沼
大
輔

　
　
　
　
　
横
浜
鶴
見　

平
島
貴
仁

　
　
　
　
　
川
崎
中
央　

南
部
真
徳

　
　
　
　
　
川
崎
中
央　

功
刀
俊
介

　
　
　
　
　
川
崎
中
央　

南
部
楓
香

　
　
　
　
　
横
須
賀
三
浦　

吉
田
雅
徳

　
　
　
　
　
横
須
賀
三
浦　

梶
山
政
隆

　
　
　
　
　

湘
南　
　

蒲
生
昌
生

　
　
　
　
　

大
和　
　

富
田
政
己

　
　
　
　
　

相
模
原　

佐
藤
豊

　
　
　
　
　

相
模
原　

江
成
広
美

　
　
　
　
　
茅
ヶ
崎
寒
川

新
坂
千
代
松

　
　
　
　
　
茅
ヶ
崎
寒
川　

功
刀
和
男

土
建
グ
ッ
ズ　

川
崎　
　

奥
澤
榮
子

神
奈
川
土
建
火
災
共
済

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

部
終
盤
決

起
の
い
ち

ご
狩
り
・

Ｂ
Ｂ
Ｑ
の

お
誘
い

（
多
い
と

き
は
２
０

０
人
く
ら

い
参
加
す

仲間ふやし月間スペシャル
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あ
り
、
梅
干
し
や
魚
の
塩

漬
け
な
ど
保
存
食
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
塩
は
私
た

ち
の
食
事
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

塩
に
感
謝
し
つ
つ

　

し
か
し
、
塩
に
感
謝
し

つ
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

万
能
な
塩
だ
か
ら
こ
そ
、

あ
ら
ゆ
る
調
理
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
気

づ
か
な
い
う
ち
に
摂
り
す

ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
食
べ
る
量
や
塩
を
追

加
す
る
際
に
は
注
意
し
ま

よ
り
た
ん
ぱ
く
質
を
固
め

る
た
め
肉
な
ど
の
食
材
の

旨
味
を
閉
じ
込
め
た
り
、

め
ん
類
の
コ
シ
を
生
み
だ

し
た
り
し
ま
す
。
⑤
色
を

安
定
さ
せ
る
作
用
に
よ
り

葉
野
菜
を
ゆ
で
る
際
の
色

止
め
や
り
ん
ご
を
塩
水
に

つ
け
る
こ
と
で
酸
化
を
防

ぎ
ま
す
。
⑥
防
腐
作
用
が

　

塩
は
調
味
料
と
し
て
欠

か
せ
ま
せ
ん
ね
。
改
め
て

塩
の
作
用
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
様
々
で
す
。
①
料

理
に
味
を
付
け
る
作
用
。

②
脱
水
作
用
に
よ
り
漬
物

や
魚
の
下
処
理
に
使
用
。

③
発
酵
作
用
に
よ
り
味
噌

や
醤
油
づ
く
り
に
使
用
。

④
食
材
を
固
め
る
作
用
に

し
ょ
う
。

天
然
の
塩
を
選
ぼ
う

　

そ
し
て
塩
と
上
手
く
付

き
合
っ
て
い
く
に
は
、
塩

選
び
も
大
切
で
す
。
日
本

は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
た

め
海
水
由
来
の
塩
が
多
く

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
水

由
来
の
天
然
塩
に
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
他
に
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い

う
血
管
を
守
る
ミ
ネ
ラ
ル

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
海
水
由
来
の
天
然
塩

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
岩
塩

も
天
然
塩
な
の
で
お
す
す

め
で
す
。

今月の
テーマ

塩
は
万
能
だ
か
ら
こ
そ

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

　

新
連
載
の
第
四
回
目
は
、
36
協
定
の
届
け
出
に
つ
い
て

で
す
。
労
働
時
間
短
縮
施
策
の
効
果
や
規
制
を
「
骨
抜
き
」

に
し
、
青
天
井
の
長
時
間
労
働
の
温
床
と
な
る
問
題
点
の

指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
違
反
者
に
は
罰
金
や
罰
則
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。
従
業
員
の
意
識
向
上
、
会
社
の
発
展
の
為
に

活
用
を
は
じ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

36
協
定
は
毎
年
作
成

届
け
出
が
必
要

　

長
時
間
労
働
の
是
正
と
と

も
に
36（
サ
ブ
ロ
ク
）協
定
の

届
け
出
も
重
要
な
課
題
で
す
。

労
働
基
準
法
は
１
日
８
時

間
、
１
週
40
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
る
こ
と
や
法
定
休

日
に
労
働
を
さ
せ
る
こ
と
を

原
則
禁
じ
て
い
て
、
違
反
者

に
は
半
年
以
下
の
懲
役
又
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う

罰
則
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
外
的
に
、
従
業
員
の
過

半
数
を
組
織
す
る
労
働
組
合

（
過
半
数
労
働
組
合
が
な
い

場
合
に
は
、
従
業
員
の
過
半

数
を
代
表
す
る
労
働
者
）
と

36
協
定
を
結
び
、
協
定
の
範

囲
内
で
時
間
外
や
休
日
に
労

働
を
さ
せ
る
場
合
に
は
罰
則

の
適
用
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

36
協
定
に
は
、
例
え
ば
１

日
２
時
間
、１
カ
月
40
時
間
、

１
年
３
２
０
時
間
、
休
日
労

働
は
１
日
８
時
間
月
２
回
ま

で
と
い
う
よ
う
に
、
残
業
や

休
日
労
働
が
可
能
な
時
間
数

（
限
度
時
間
）
を
労
使
で
協

議
し
て
決
め
書
面
に
し
て
、

管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署

長
に
届
け
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

労
働
者
代
表
は
、
会
社
が

指
名
せ
ず
民
主
的
に
決
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
協
定
の
内

北
村　

博
昭

ブ
レ
イ
ス
Ｆ
Ｐ
社
会
保
険

労
務
士
事
務
所
所
長

特
定
社
会
保
険
労
務
士

　

全
国
の
「
い
い
会
社
」

に
学
び
、
働
く
人
の
成
長

と
会
社
の
成
長
の
好
循
環

が
生
ま
れ
る
組
織
づ
く
り

を
提
案
す
る
、
人
を
大
切

に
す
る
経
営
労
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
。
労
務
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
（
労
働
者
、
使

用
者
）
多
数
。

　

人
を
大
切
に
す
る
経
営

学
会
人
材
塾（
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
）

修
了

　

元
東
京
土
建
本
部
書
記

次
長
、
元
労
働
審
判
員

神奈川土建の講習
●熱中症予防労働衛生教育［指導員・管理者］
（受講料：6,000円、休憩を除く4.5時間講習）
４月23日（日）　会場：川崎中央支部
５月28日（日）　会場：建設プラザかながわ
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
４月23日（日）～24日（月） 会場：横須賀三浦支部
８月27日（日）～28日（月） 会場：横須賀三浦支部
10月８日（日）～９日（月・祝）
 　会場：建設プラザかながわ
●職長・安全衛生責任者教育［リスクアセスメント含］
（受講料16,000円、休憩を除く12時間講習）
５月28日（日）～29日（月）
 　会場：建設プラザかながわ
●有機溶剤作業主任者技能講習
（受講料：14,000円、休憩を除く13時間講習）
７月２日（日）～３日（月）
 会場：建設プラザかながわ

神奈川建設労連の講習
※支部を通じ神奈川県連に申込みして下さい
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
５月17日（水）～18日（木）
 会場：建設プラザかながわ
●石綿使用建築物等解体等業務　特別教育
（受講料：3,500円、休憩を除く５時間講習）
４月12日（水） 会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等　特別教育
（受講料：7,000円、休憩を除く６時間講習）
４月20日（木） 会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
５月21日（日）～22日（月）
 会場：建設プラザかながわ
●丸のこ等取扱い作業従事者教育
（受講料：6,000円、休憩を除く４時間講習）
　５月25日（木）　会場：建設プラザかながわ

申込み、問合せは所属支部事務所へ
☆写真１枚（縦３㎝×横2.4㎝）を用意。
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の確認を
します。

☆日程変更や中止になる場合もありますのでご注意ください。
☆掲載した講習は、すべて青年部マル得援助金の対象です。
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じかねます。
※募集の締切りは原則、開催日２週前の平日となり、申請書・写真・
添付資料、受講料を準備して支部で申し込みを行って下さい。

※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、ＪＷ－ＣＡＤの申
し込みには、労働者の場合は雇用保険被保険者資格取得等確認通
知書、一人親方は労災保険加入証のコピー添付と、番号の申請書
記入。また、最終学歴の記入をお願いします。

その他の提携講習機関　　
ＩＨＩ技術教習所　コマツ教習所　ＰＥＯ建機教習センタ
（旧：日立建機教習センタ）　日建学院　総合資格学
院　技術技能講習センター　等、詳細は各支部窓口
にお問い合わせください。

青年部マル得援助金のお知らせ　
青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資
格取得祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わ
りました。受験料の払込証または領収書を添付して
申請を行ってください。

容
を
労
働
者
に
周
知
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
民
主
的
手

続
き
や
周
知
が
な
い
場
合
に

は
、
裁
判
な
ど
で
協
定
自
体

が
無
効
と
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

有
効
期
間
は
最
長
１
年
間

で
、
毎
年
協
定
を
更
新
し
ま

す
。更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

会
社
の
状
況
や
仕
事
の
進
め

方
、
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど

に
つ
い
て
、
労
働
者
代
表
だ

け
で
な
く
社
員
全
体
と
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
協

定
内
容
は
共
通
の
目
標
と
な

北
村
社
労
士
の

働
き
方
改
革

も
う
す
ぐ
そ
こ
に
！

新連載

　

揚
陸
艇
は
戦
時
に
兵
員
や

戦
車
な
ど
を
運
び
接
岸
す

る
、
実
戦
で
重
要
な
小
型
船

で
す
。

　

今
ま
で
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク

は
補
給
・
兵
站
・
中
継
の
任

務
が
中
心
の
役
割
で
し
た

が
、
新
た
に
部
隊
が
常
駐
す

る
こ
と
は
基
地
の
恒
久
化
に

つ
な
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

横浜ノース
・ドック

横
浜
港
で
進
む
軍
事
拠
点
化
に
抗
議

小
型
揚
陸
艇
部
隊
の
新
配
備
を
米
軍
が
発
表

米
軍
の
実
戦
に
加
担
!?

　

１
月
、
日
米
で
安
全
保
障

協
議
委
員
会
を
開
催
し
、
本

年
春
に
建
設
プ
ラ
ザ
目
前
に

あ
り
米
軍
基
地
の
「
保
管
場

所
」
と
位
置
づ
け
て
き
た
横

浜
ノ
ー
ス
・
ド
ッ
ク
に
13
隻
・

約
２
８
０
人
規
模
で
米
陸
軍

の
実
働
部
隊
「
小
型
揚
陸
艇

部
隊
」
を
新
配
備
す
る
と
公

表
し
ま
し
た
。

第４回

り
ま
す
。
社
員
の
当
事
者
意

識
も
深
ま
り
会
社
の
安
定
や

発
展
の
た
め
に
活
用
可
能
で

す
。
ま
だ
、
36
協
定
を
結
ん

で
い
な
い
会
社
は
組
合
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

外
交
で
平
和
を
作
る

政
治
へ

　

黒
岩
知
事
は
配
備
に
あ
い

ま
い
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た

が
、横
浜
の
山
中
市
長
は「
遺

憾
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
市

議
会
で
配
備
計
画
に
反
対
を

表
明
す
る
政
党
は
、
日
本
共

産
党
と
社
民
党
だ
け
で
す
。

　

２
月
18
日
、
桜
木
町
駅
前

で
民
主
団
体
に
よ
る
緊
急
反

対
行
動
に
、
神
奈
川
土
建
の

仲
間
も
22
人
が
参
加
し
ま
し

た（
全
体
で
５
０
０
人
）。「
外

反
対
集
会
に
土
建
の
ノ
ボ
リ
が
並
ぶ

交
で
平
和
を
つ
く
る

政
治
に
し
よ
う
」「
横

浜
港
を
軍
港
に
さ
せ

な
い
」
と
全
員
で

コ
ー
ル
し
、
み
な
と

み
ら
い
を
行
進
し
ま

し
た
。

　

米
軍
の
軍
事
拠
点

化
・
軍
事
力
強
化
の

流
れ
が
、
神
奈
川
や

全
国
で
進
ん
で
い
ま

す
。
政
権
・
米
軍
の

言
う
な
り
の
黒
岩
県

知
事
と
議
会
に
市
民

が
選
挙
で
審
判
を
下

し
ま
し
ょ
う
。


